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（単位：円）

市町村担当者向けがん研修会
外部講師によるがん対策及び
がん検診に関する研修の開催

がん啓発物品の作成
がん啓発イラストを活用し、ク
リアファイルを作成する。

計画（実績）額 備考

0

96,472

Ａ 令和5年4月13日整理番号 18 課題区分

健康づくり支援課

事 業 名 北アルプス地域がん対策推進事業
0261-23-6526

横断的な課題

地域重点政策

omachiho-kenko@pref.nagano.lg.jp

３　生涯を通じて健康で、安心・安全に暮らせる地域づくり 北アルプス地域振興局

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

実 施 機 関 大町保健福祉事務所 担
当
課

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

行政担当者向け勉強会を開催することや地域住民向けがん啓発物品を作成することにより、行政や地
域住民のがんに関する理解を深め、がんに対する意識の向上を図り、北アルプス地域のがん検診受診
率を向上させる。

現 状 と
課 題

 ・地域のがんに対する意識を向上させ、がん検診受診率を向上させるためには、行政、住民、医療機関
といった関係者すべての意識向上が必要。

 ・令和３年度開催のがん対策講演会では、行政側のがんに対する理解不足を講師から指摘された。特
に、がん検診の実施主体である市町村の意識向上やがんに対する理解は課題である。

 ・北アルプス地域においてはがん検診受診率が低く、とりわけ子宮頸がん・乳がん検診は、全県平均よ
りも低い状況が続いている地域がある。また、新型コロナウイルスの影響でがん検診の受診控えが多く
なっている現状があり、今一度がんに対する意識を高める必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

（１）市町村担当者向けがん研修会
大北管内市町村のがん検診担当者や医療関係者を対象にがん検診受診率向上をテーマに研修会を
開催する。また、行政担当者のがんに対する知識の向上を目指す。
日時：令和４年度中に開催できるように調整　⇒新型コロナウイルス感染症の影響により実施なし
場所：大町合同庁舎５階講堂
（２）がん啓発物品の作成
令和３年度において、作成したがん啓発イラストをもとに啓発物品としてクリアファイルの作成を行い、地
域住民に配布する。
配布先：地域住民、長野県がん対策推進企業連携協定の管内締結企業、管内教育機関

事業期間 令和４年12月令和４年９月

今後の方向性
がん研修会については、がん対策を含めた生活習慣病予防全般の普及啓発として住民が参加できる
形の事業を検討する。
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業
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（１）市町村担当者向けがん研修会
新型コロナウイルス感染症の影響により実施なし
（２）がん啓発物品の作成
作成部数：2000枚　配布部数：1900枚（100枚は保健福祉事務所用に保管）
配布先
・管内の「長野県がん対策推進企業連携協定」締結企業　11社　計220枚
・管内教育系機関　８機関　計1160枚
・管内市町村　５市町村　計300枚（住民への配布を依頼）
・当所開催イベントや所内配布　計120枚
注目されやすい啓発イラストを用いてクリアファイルを作成し、学校や企業を中心に送付して配布を依頼したことに
より、がん予防に無関心な若年層に対してがん検診受診の重要性等を普及啓発することができた。
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